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資料５－２ 

パブリックコメント募集結果（案） 

 

ベジタリアン又はヴィーガン料理を提供する飲食店等の管理方法の 

日本農林規格の制定 

 

 １．制定案に係る意見・情報の募集の概要（募集期間：R4.5.12～R4.6.10） 

 

(1) 受付件数 156件（53者） 

 

(2) 意見と考え方 

別紙のとおり 

 

 ２．事前意図公告等によるコメント （募集期間：R4.4.8～R4.6.6） 

 

受付件数 なし 
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(別紙) 

 

ベジタリアン又はヴィーガン料理を提供する飲食店等の管理方法の日本農林規格の

制定案に対して寄せられた意見の概要及び意見に対する考え方について 

 

 お寄せいただいた御意見の概要とそれに対する当省の考え方は、下表のとおりです。 

 

番号 御意見の概要 件数 御意見に対する考え方 

総論 

1 規格の制定に賛成。 2 賛成の御意見ありがとうございま

す。 

2 本規格に「プラントベース」、「プラン

トベースド」の定義も含めるべき。 

8 現状、「プラントベース」、「プラン

トベースドフード」の用語について、

国内にも国際的にも定義は存在しませ

ん。今後、国際的な動向も注視し、対

応すべきと考えます。 

3 規格名の「ベジタリアン又はヴィーガ

ン．．．」は、「ベジタリアン又はビーガ

ン．．．」又は「ヴェジタリアン又はヴィ

ーガン．．．」とするのが適切だと思いま

す。 

2 本規格名の｢ベジタリアン又はヴィ

ーガン｣の用語は、観光庁の｢飲食事業

者等におけるベジタリアン・ヴィーガ

ン対応ガイド｣から引用しています。 

また、同庁の｢外国人客への対応マ

ニュアル｣でも、｢ベジタリアン｣及び

｢ヴィーガン｣と表記していることか

ら、適切であると判断しています。 

 

（外国人客への対応マニュアル 観光

庁 観光産業課 

https://www.mlit.go.jp/common/0000

59430.pdf） 

4 高速道路のサービスエリアや公共のイ

ンフラ施設（学校や役場、病院の食堂、

駅構内等）で営業している飲食店におい

ては、ヴィーガン対応の食事提供を行う

ことを規格で要求して欲しい。 

1 本規格は全ての事業者に義務付けら

れるものではなく、事業者が任意で認

証を取得し、JASマークと共に「ヴィ

ーガンレストラン」などと名乗ること

ができる仕組みです。なお、高速道路

のサービスエリアや公共のインフラ施

設で営業している飲食店であっても、

本規格の認証を取得することができま

す。 

5 JASのように今後も基本的に定義が変 1 JASは、JAS法により5年以内に見直



3 
 

わらない規格においては、ヴィーガンの

本来の定義である動物性食品不使用の製

品に限り定義を定めるべきである。 

しを行うことが定められております。

本規格原案の検討においては、国内の

様々な利害関係者の意見を踏まえてヴ

ィーガンの基準が取りまとめられてお

ります。 

6 料理以外の飲料についても規定を設け

表示をつけるべきである。 

1 本規格において、「料理」とは、食

材及び添加物を用いて調理した飲食料

品と定義していますので、飲料も適用

範囲に含まれます。 

7 「VEGAN」のみならず、「動物実験不使

用」、「RSPO認証」、「フェアトレード」な

どマークを細かく制定し、使用する事を

義務化して欲しい。 

1 本規格に限らず、環境保全、動物福

祉、フェアトレード等に配慮する規格

の申出があれば、別途検討されるもの

と考えます。 

8 ベジタリアンやヴィーガンは宗教的な

ものであり、ポリシー的なものであり、

人それぞれでもある。そのようなものを

国家規格とするべきか疑問。 

2 JASは全ての事業者に義務付けられ

るものではなく、事業者が任意で認証

を取得することができる仕組みです。

従いまして、本規格の認証を取得しな

くても飲食店等が「ベジタリアン」、

「ヴィーガン」向けの料理を提供する

ことは可能です。 

9 本規格の認証を受けた食品でなければ

“ベジタリアン”若しくは“ヴィーガ

ン”を名乗れないように受け止められ

る。 

1 

10 ヴィーガンに適した料理は、動物の搾

取を伴わない素材を使用している必要が

あり、このことについて飲食店等が説明

すべき。 

1 ベジタリアン及びヴィーガンについ

ては、現状、様々な考え方が存在する

ため、国内の利害関係者の意見を整理

し、本規格を取りまとめたところで

す。 

11 素食（仏教や道教の方などアジアで広

く見られる菜食料理）も対象に含め欲し

い。 

1 観光庁が公開している「飲食事業者

等におけるベジタリアン・ヴィーガン

対応ガイド」（令和２年４月版）で

は、ベジタリアン・ヴィーガンを、

「ヴィーガン」、「ラクト・ベジタリア

ン」、「オボ・ベジタリアン」及び「ラ

クト・オボ・ベジタリアン」の４つに

分類しております。また、ISOにおい

ても、ヴィーガン、ラクトベジタリア

ン、オボベジタリアン及びラクトオボ

ベジタリアンの４つをベジタリアン・

ヴィーガンと規定しています。 

以上のような国際的な状況に鑑み、
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本規格では、卵及び乳製品を摂食する

ベジタリアン、卵を摂食するベジタリ

アン、乳製品を摂食するベジタリアン

及びヴィーガンの４つに分類するとす

ることとしました。 

12 基準に背いていた場合に何らかの罰則

が必要となる。 

1 本規格の認証事業者でない場合、罰

則はありませんが、本規格の認証事業

者が基準に違反していた場合、登録認

証機関から是正処置等を求められま

す。 

なお、不適切な格付を行っていた場

合、農林水産大臣は当該事業者に対

し、その基準を守るべき旨の指示・命

令をすることができます。また、当該

命令に違反した場合、懲役又は罰金に

処せられることがあります。 

13 飲食店向けにベジタリアンやヴィーガ

ンが避けたいものを明確に通達しておく

のも消費者トラブルを避けるためにはい

いのではないか。 

1 規格の基準に適合しているかどうか

は、事業者自らの責任で確認すること

となります。 

動物由来の原材料及び添加物のリス

ト化することも考えられますが、必要

であれば今後検討されるものと考えま

す。 

14 学校給食をベジタリアン又はヴィーガ

ンの選択ができるようにして欲しい。ま

た、レストランやコンビニエンスストア

やファストフードでもバラエティ溢れた

ヴィーガンメニューの選択ができるよう

にして欲しい。 

3 本規格の普及によって、様々な飲食

店等でベジタリアン、ヴィーガンに適

した料理を選択できるようになると考

えます。 

箇条1 

15 「ヴィーガン（完全菜食主義者）」と

あるが、ヴィーガンとは、ヴィーガニズ

ムを実践している人のことであり、ヴィ

ーガニズムとは、衣食他全ての目的に置

いて人間がヴィーガン実践不可能ではな

い限りいかなる方法による動物の搾取及

び動物への残酷な行為の排斥に努める哲

学と生き方である。訂正することを求め

る。 

21 「ベジタリアン」及び「ヴィーガ

ン」の用語は、そのままで一般的に認

知されつつあり、国際規格（ISO 

23662）でも、定義されていないこと

から、御指摘を踏まえ「菜食主義者」

及び「完全菜食主義者」の用語につい

ては、削除することといたします。 
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16 「社会経済的配慮（フェアトレード、

アニマルウェルフェア）」となっている

アニマルウェルフェアは「家畜の福祉」

であって社会経済活動とは違うので、誤

解を生まないように分けるべき。 

5 ベジタリアン・ヴィーガンの国際規

格（ISO 23662）においても、「socio-

economic considerations (e.g. fair 

trade, animal welfare)」と記載され

ております。 

箇条4 

4.2～4.5 a) 

17 食材（原材料）及び添加物において動

物由来のものを使用しないこととして欲

しい。 

17 食材（原材料）及び添加物につい

て、動物由来のものであるかを確認す

るためには、使用されている食材（原

材料）及び添加物を相当程度さかのぼ

る必要がありますが、添加物のうち、

加工助剤については、食品表示基準の

規定によって表示が省略されているこ

とから、加工助剤の使用状況を把握す

るのは極めて難しいのが実情です。 

ただし、加工助剤として用いられる

動物の骨炭と甲殻類から得られるキト

サンについては、本規格原案作成のプ

ロジェクトチーム委員会において、特

にベジタリアン及びヴィーガンの方が

気にされるという意見があり、これら

２つに限定されるのであれば、その使

用状況を把握することが可能との結論

であったことから、2次原料において

これらの２つに限り確認することを規

定しました。 

なお、食材（原材料）及び添加物が

動物由来であるかを確認するために、

規格書等を取り寄せて内容を確認する

ことを妨げるものではありません。 

一方で、国際規格（ISO 23662）で

は、1次原料及び2次原料に限らず、い

かなる段階においても動物由来の原材

料及び添加物を用いてはならないとさ

れていることから、御意見を踏まえ、

いかなる段階における食材（原材料）

及び添加物の名称等から動物由来であ

ることが容易に判断できる場合にあっ

18 4.2～4.5 ａ)の「２次原料として動物

由来の原材料及び添加物（加工助剤を除

く。）」の（加工助剤を除く。）の部分を

削除するよう求める。 

8 

19 「加工助剤である動物の骨炭及び甲殻

類から得られるキトサン」について、加

工助剤の中で動物性のものはキトサン以

外にあるにも関わらず、キトサンに限り

使用を認めないのは整合性がない。製品

中に成分が残らない加工助剤については

条件から外すか、動物性の加工助剤を一

律に禁止するかどちらかにすべきであ

る。 

1 

20 骨炭やキトサンのほか、乳製品を作る

際において使用する仔牛の後胃由来のレ

ンネット、動物のうち虫を原料とするよ

うな、色素やろう、動物由来のビタミン

D3についての使用も排除して欲しい。 

1 

21 添加物を含む原材料について、動物性

かどうか名称で判断すると定義している

が、名称のみで判断できるものなのか。 

13 

22 動物由来であるかどうかを「当該原材

料又は添加物の名称から判断する。」と

あるが、名称だけでは複合原材料やキャ

リーオーバーなど実際に動物性食品が含

まれているかどうかを完璧に判断するの

は困難である。加工助剤のキトサンまで

が禁止されるのであれば各原料の規格書

を取り寄せ内容を確認すべき。 

1 
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23 4.2～4.5 a)の「並びに」以降の記載

が分かりにくい。 

1次原料で砂糖を使う場合、キトサン

の件を確認する必要あるということか、

それとも2次原料に砂糖があった場合

も、キトサンの件を確認するよう求めて

いるのかがわからない。もう少しわかり

やすく書き直せないものか。 

1 ては、当該食材（原材料）及び添加物

を用いてはならないことを明確にしま

す。 

また、一般消費者に誤認を招かない

よう特定の品目を明記せず、全体的に

分かりやすく修正することといたしま

す。 

24 ラノリンは含めるべきでなく、また蜂

蜜も含めない方がよいとすべきである。 

8 「蜂蜜又は蜜蜂製品（蜜ろう，プロ

ポリス等）」及び「ラノリンを含む羊

毛脂」については、国際規格（ISO 

23662）の規定を参考としました。 

25 ハチ由来のはちみつやローヤルゼリ

ー、カイガラムシ由来のコチニール(着

色料)やシェラック(接着・光沢材)のよ

うなヴィーガン食の禁忌となる原料とし

て昆虫由来品への言及が必要です。 

1 「蜂蜜又は蜜蜂製品（蜜ろう，プロ

ポリス等）」については、国際規格

（ISO 23662）の規定を参考としまし

た。 

動物由来の原材料及び添加物のリス

ト化することも考えられますが、必要

であれば今後検討されるものと考えま

す。 

26 動物愛護に関する規定も含めるべき。 3 ベジタリアン及びヴィーガンについ

ては、現状、様々な考え方が存在する

ため、国内の利害関係者の意見を整理

し、本規格を取りまとめたところで

す。 

27 ヴィーガン料理にはパーム油の使用は

認めないで欲しい。 

6 

4.2～4.5 b) 

28 メーカーであればその安全性や特保の

認証などで動物実験を行う例があるが、

飲食店などの事業者で動物実験を行って

いる例はほぼ皆無と言っていい。実際に

存在しない事例を条件とすることは優良

誤認となりかねないため、「義務的かつ

規制上の要求事項がある場合を除き」の

条件を削除すべき。 

26 「義務的かつ規制上の要求事項があ

る場合を除き，」につきましては国際

規格（ISO 23662）との整合性を図

り、実態と御意見を踏まえ当該文言を

削除することといたします。 

箇条5 

29 5.6.3 b)について、「ベジタリアン及

びヴィーガンに適さない食材を・・・」

に修正するべき。 

7 ベジタリアンに適した料理について

は、メニュー表や広告等にベジタリア

ンに適さない食材を揚げた油を用いて

いる旨を明記し情報提供する場合に30 「ヴィーガンに適さない食材を揚げた 1 
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油を用いずに調理することを原則とす

る」について、例外があってはならない

ので必ずヴィーガンに適さない食材を揚

げた油を用いずに調理することとして欲

しい。 

は、例外的に、当該揚げた油を用いて

調理してよいこととしています。ヴィ

ーガンに適した料理についても、ヴィ

ーガンに適さない食材を揚げた油を用

いずに調理することを「原則」として

おりますが、例外を記載しておりませ

んので、例外のない原則となります。 

31 他にも油を使う可能性は多くあると思

うが、揚げ油だけに固定した理由はなに

か。 

1 本規格原案作成のプロジェクトチー

ム委員会において、動物由来の原料を

揚げた油と共用することは消費者の理

解が得られないとの意見があったこと

から、揚げ油の共用を原則禁止するこ

とといたしました。 

なお、製造ラインを共用する場合に

あっては洗浄を徹底することとしてい

ることから、動物由来の原料を炒めた

油等の混入は起こり得ないと考えてい

ます。 

32 5.2.1～5.2.4について、1品目も提供

できない場合があっても、認証レストラ

ンを名乗ってよいのか。 

有機料理を提供する飲食店等の管理方

法のJAS（有機レストラン）との横並び

でこうなっていると思うが、有機レスト

ランとは以下の根本的な違いがあり、何

の考慮もなく横並びにするのはおかし

い。 

有機の場合は提供数が5品目以上であ

り、5品目→4・3品目になった場合、な

お顧客の選択の余地があるが、この規格

は1品目→0品目となり、顧客が食べられ

るものがなくなる。それで認証レストラ

ンですといっていいのか。 

有機の場合と、この規格の場合の、食

材の調達の困難さが異なる。有機は食材

が手に入らない場合が想定されるが、こ

の規格では食材の調達が困難とは思えな

い。 

唯一考えられるのは、1日の提供食数

2 外国人観光客によるインバウンド需

要の取り込みや国内での普及などの観

点から、ベジタリアン又はヴィーガン

向けのレストランの選択肢が増え、ま

た、参入する飲食店等が取り組みやす

くするため、ベジタリアン又はヴィー

ガンに適した料理を1品目以上提供で

きればよいこととしました。 

また、一時的にベジタリアン又はヴ

ィーガンに適した料理の提供が困難な

場合とは、御指摘の「1日の中での提

供食数を完売した場合」も想定されま

すが、天候不順などにより、入荷を予

定していた当該規格の基準を満たす食

材及び添加物の入手ができなくなる可

能性も想定されると考えます。 
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が決まっていて、完売したときは、一時

的に提供できないことは許容の範囲と思

われる。従って、この項に注記をつけ次

の文言を入れるべきである。「注記：こ

こで一時的とは、1日の中での提供食数

を完売した場合に限り、翌日以降は提供

を確実にしなければならない。」 

33 「ベジタリアン／ヴィーガンに適した

料理を提供する飲食店等は，ベジタリア

ン／ヴィーガンに適した料理であって，

主食と主菜が一体として提供されるもの

（麺・パスタ料理等を除く。）を1品目以

上提供できなければならない。」とは、

ラーメンやパスタだけではベジタリアン

／ヴィーガン対応店といえないというこ

とか。文章が分かりにくいため再考をお

願いする。 

2 麺・パスタ料理等は、主食と主菜が

一体として提供されるものではありま

せんが、ラーメンやパスタを1品目以

上提供できる飲食店等は、本規格の認

証の対象となります。なお、字句修正

については、わかりやすい表現ぶりを

検討いたします。 

34 ベジタリアン又はヴィーガンに適した

料理の調理の際は、調理器具を別々にし

て欲しい。 

1 ベジタリアン・ヴィーガン料理に適

さない食材と調理器具等を共用する場

合、入店前にも顧客が確認できるよう

にその旨を情報提供しなければならな

いと規定しておりますので、その情報

を基にお店を選んでいただけます。 

35 保管や、配合計画に基づく調理、混入

防止、情報提供などがきちんと行われて

いるか、時折抜き打ちで第三者機関のチ

ェックを受ける必要がある。 

1 JASの登録認証機関（第三者機関）

は、事業者に対し、無通告の監査を行

う場合があります。 

36 飲食店等による表示について、現在誤

解を招くような用語が多数存在してお

り、消費者が困惑しているため国で定め

た用語を表記することを義務として欲し

い。 

1 飲食店等における優良誤認表示につ

いては、景品表示法により禁止されて

おりますので、本規格においては、顧

客がベジタリアン又はヴィーガンに適

した料理をそれ以外と識別できる表示

がされていれば十分であり、決められ

た用語を一律に表示させることを義務

付けるまでは至らないと考えます。 

37 本規格においては、「卵及び乳製品を

摂するベジタリアン」、「卵を摂食するベ

ジタリアン」、「乳製品を摂食するベジタ

リアン」の英語圏でメジャーとなる呼び

1 本規格の基準に適した料理とそれ以

外が識別できるように表示されていれ

ば、「卵及び乳製品を摂するベジタリ

アン」、「卵を摂食するベジタリア
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方（オボ・ラクト・ベジタリアン、オ

ボ・ベジタリアン、ラクト・ベジタリア

ン）の記述が無いが、それらについては

記載しておく方が言及する場合に便利性

があると思われるので、記載しておく方

が良いのではないかと考える。 

ン」、「乳製品を摂食するベジタリア

ン」の英語圏でメジャーとなる呼び方

（オボ・ラクト・ベジタリアン、オ

ボ・ベジタリアン、ラクト・ベジタリ

アン）の表示を妨げているところでは

ありません。 

38 「ビーガン」表記を追加して欲しい。 1 ヴィーガンに適した料理とそれ以外

が識別できるように表示されていれば

「ビーガン」の表示を妨げているとこ

ろではありません。 
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